
議  事  録 

会 議 名 令和 5年度 第 5回 運営推進会議  

報 告 者 令和 6年 3 月 15 日         若槻 美佳   印 

日   時 令和 6年 3 月 14 日    13時 30分 ～ 14時 30分 

場   所 庵 本部事務所 

出 席 者 
外部構成員  欠席者なし              計 7名 

庵      若槻美佳               計 1名   

 

＊若槻＊ 

開会の挨拶。 

～議題に沿ってすすめる～ 

若槻より 

〇利用者状況について 

・登録者数、介護度別、サービス利用状況について説明。 

〇行事活動報告について 菅野次長より 

・モニターにてホームページを紹介。誕生会、日常風景などの活動を報告す

る。 

〇今後の行事予定 

・4月以降で年間行事計画を作成中。 

〇会議、研修について報告する。 

若槻＞LINEWORKS研修会とは、会社携帯の中にある連絡ツールの一つ。職員

間での情報共有や周知事項などを速やかに配信、共有できるアプリで

あり、業務の簡素化を図る目的もある。ドコモより使い方についての

研修を受けた。 

〇その他 

・石川県能登半島地震への介護職員派遣について 

若槻＞1.5次避難所とは配慮が必要な高齢者や障がい者、妊産婦らが、２次

避難所に移るまでの間滞在する施設である。（１次、２次避難所につ

いても説明する） 

大谷善委員＞派遣の要請はどのようにきたのか。飯南町の施設で他にも行か

れた事業所はあるか。 

若槻＞厚労省、島根県より事業所に向けての要請はあった。飯南町の福祉事

業所では庵だけだと認識しているが、若槻委員はどうか。 

若槻委員＞こちらにも厚労省、島根県より要請はあったが、派遣する職員の 

     余裕はなく要請に応えることは出来なかった。 

永井委員＞被災地に行くのに準備品などは自分たちで準備するのか。費用は

どのようになるのか。 



若槻＞必要な物品等は各自で準備して行くように聞いている。飲み物や防災

関連の準備をして被災地に向かっている。 

大谷功委員＞宿泊の費用などの負担はどうなるのか。 

菅野次長＞宿泊代や交通費等は後から助成金の対象のようだ。 

永井委員＞役員会で派遣について協議、とあるが役員の構成は。 

菅野次長＞鹿田社長、鹿田所長（ブナの木）、鹿田美香の３名の構成。 

大谷善委員＞職員の人数に余裕が凄くあるわけではないのに、庵から２名も

行かれたことは大変に素晴らしいことだ。 

若槻＞ありがとうございます。鹿田も職員の少しの余力が被災した方々の、 

   力になれればとの気持ちで今回派遣として行っている。 

大谷善委員＞また報告などはあるか 

若槻＞はい。行政や委員の皆様にもまた報告をさせて頂く。 

〇令和 5年度外部評価について 

・地域かかわりシートの結果を説明する。※別紙 

・地域かかわりシートの時期改善計画について各委員より承認を頂く。 

 

【委員からの意見と回答】 

大谷善委員＞介護保険のことについてテレビ等で見るが、詳しく閲覧できる 

      ものなのか。 

嘉田委員＞厚生労働省から発信されており検索すれば分かると思う。 

     介護報酬改定は 3年に 1回あるが、今年は診療報酬改定も行われ 

     るため、トリプル改定の年と言われている。改定はまだ決定で 

     はなく、28日の広域での実地指導で分かることになる。 

若槻委員＞あゆみでも先日、推進会議を開催した際に改定に伴う変更箇所等 

  を紙面で説明は行った。 

若槻＞今月末に詳しく決まることでもあるため、利用者・家族に配布してい 

   る利用票や説明などが遅くなる。また委員の皆様にも改定の内容を説 

   名させて頂く。 

 

    

次回開催は R6年 4月 11日（木）午後 1時 30分からとお伝えし閉会する。 

 

 

【 決  済 】 

所 長 次 長 計 担 合  議 

 

 

   


